
草
津
・
栗
東
に
伝
わ
る「
近
江
湖
南
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」が

ユ
ネ
スコ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
！

　

病
気
や
災
い
な
ど
を
追
い
払
い
、
五ご

殻こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う
※
を
祈
る
祭
り
と
し
て
始
ま
っ
た
サ

ン
ヤ
レ
踊
り
。
市
内
で
は
、
7
つ
の
地
域

に
伝
わ
り
、
例
年
5
月
3
日
に
踊
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
草
津
市
と
栗
東
市
に
伝
わ
る

「
近
江
湖
南
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
」
な
ど
、
全

国
各
地
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
風ふ

流り
ゅ
う

踊お
ど
り

」

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

※
穀
物
が
豊
か
に
実
る
こ
と

ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
と
は

　

ユ
ネ
ス
コ（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）

は
、
教
育
・
科
学
・
文
化
を
と
お
し
て
平

和
で
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
条
約
が
対

象
と
し
て
い
る
形
の
あ
る
文
化
遺
産
と
同

じ
よ
う
に
、
社
会
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、

無
形
文
化
遺
産
に
も
衰
退
や
消
滅
な
ど
の

恐
れ
が
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
無
形
文

化
遺
産
も
国
際
的
に
保
護
し
よ
う
と
す
る

意
識
の
高
ま
り
の
中
、
２
０
０
３
年
に
「
無

形
文
化
遺
産
保
護
条
約
」
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
条
約
で
は
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝

統
や
表
現
、
芸
能
な
ど
に
関
す
る
知
識
や

慣
習
、
伝
統
工
芸
技
術
と
い
っ
た
無
形
文

化
遺
産
に
つ
い
て
、
保
護
を
す
る
も
の 

で
す
。

⃝

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
状
況

世
界
全
体
の
登
録
数
530
件

（
日
本
は
22
件
）

（
昨
年
3
月
末
時
点
）

日
本
全
国
の
風
流
踊

　

華
や
か
で
人
目
を
惹
く
「
風
流
」
の
精

神
を
表
現
し
ま
す
。
衣
装
や
持
ち
物
な
ど

に
趣
向
を
凝
ら
し
、
歌
や
、
笛
・
太
鼓
・

鉦か
ね

な
ど
の
囃は

や

子し

に
合
わ
せ
て
賑
や
か
に
踊

る
民
俗
芸
能
で
す
。

　

地
域
の
歴
史
や
風
土
に
応
じ
、
広
く
親

し
ま
れ
て
い
る
盆
踊
を

は
じ
め
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

踊お
ど
りや
太た

い

鼓こ

踊お
ど
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
伝
承

さ
れ
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
願
い
も

除じ
ょ

災さ
い

や
死
者
供
養
、
豊ほ

う

作さ
く

祈き

願が
ん

、
雨
乞
い

な
ど
あ
り
ま
す
が
、
平
和
な
暮
ら
し
を
願

う
地
域
共
同
体
に
よ
っ
て
囃は

や

し
、
踊
ら
れ
、

今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

近
江
湖
南
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り

　

近
江
湖
南
の
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
は
、
滋
賀

県
南
部
に
位
置
す
る
草
津
市
と
栗
東
市
に

伝
わ
る
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
で
す
。
サ
ン
ヤ
レ

踊
り
は
、
中
世
後
期
に
都
で
流
行
し
た
疫

神
払
い
の
風
流
囃は

や

子し

物も
の

の
姿
を
今
に
伝
え

る
も
の
で
す
。
美
し
く
装
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、鼓
や
羯す

っ

鼓こ

、太
鼓
、摺す

り

鉦が
ね

、
サ
サ
ラ
、

笛
な
ど
の
楽
器
を
賑
や
か
に
鳴
ら
し
な
が

ら
、
場
所
を
移
動
し
て
は
簡
単
な
踊
り
を

繰
り
返
し
、
笹
や
榊さ

か
き

、
扇
子
な
ど
の
採と

り

物（
道
具
）を
持
っ
た
人
が
こ
れ
を
取
り
囲

ん
で
「
サ
ン
ヤ
レ 

サ
ン
ヤ
レ
」
と
囃
し
歌

う
こ
と
が
特
徴
で
す
。

草津の
サンヤレ踊り

　災いや疫病を追い払い、五穀
豊穣を祈る祭りとして、室町時
代から行われています。共通し
て「サンヤレ」と言う囃子詞が
唄われています。語源は諸説
ありますが「幸あれ」が転じた
といわれています。

保存協議会による表敬訪問
　昨年11月30日に、草津サンヤレ踊りを含む風流踊がユネスコ
無形文化遺産に登録されたことを受け、守山市の小

お

津
づ

神社で式
典が行われました。その後、草津のサンヤレ踊り保存協議会の
代表者が、市長を表敬訪問されました。ユネスコ登録記念講演
会が 1 月に草津クレアホール（野路六）で開かれ、下笠と志那の
サンヤレ踊りの実演があります。ぜひ、お越しください。

問 歴史文化財課（ 6階）☎561-２429、561-２４８8

　一行は、白い法
は っ

被
ぴ

に
黒い帯を締めた衣装を
着ます。太鼓打ちの袖
の裏には、粋で豪華な

柄の生地が仕立てられています。
（志那神社 他）

志那
　 2 年に 1 度開催。子
どもの衣装は華やかで、
桃色基調の花笠をかぶ
り、大人は裃

かみしも

を着ます。
祭り前夜の笹踊りが特徴的です。

（若
わ か

宮
み や

八
は ち

幡
ま ん

宮
ぐ う

神社 他）

矢倉

　子どもたちは華やか
な衣装に花笠をかぶり、
眉間に朱をつけます。
大人は飛

ひ

龍
りゅう

紋
も ん

や波
は

文
も ん

様
よ う

が入った衣装で踊ります。（老
おい

杉
す ぎ

神社 他）

下笠

　 3 年に 1 度開催。太鼓打ちは、花笠、長
な が

着
ぎ

に三色（赤・青・黄）
のたすきを掛け、腰に印

い ん

籠
ろ う

などを付けます。太鼓受けは二色
（桃・緑）のたすきを掛けます。（印

い

岐
ぎ

志
し

呂
ろ

神社 他）
長束

　一行は、黒襟の付いた白い
法被を着用しますが、太鼓打
ちは友禅染の裂

き れ

地
じ

を用いた法
被を着ます。（印

い

岐
ぎ

志
し

呂
ろ

神社 他）

片岡

　白い法被を着て、太
鼓打ちは、たすき掛け
などをしています。砂
ずりのフジとの共演が

見どころです。（三
さ ん

大
だ い

神社 他）

吉田

　法 被 を 着 て、役 に
よって赤や黄のたすき
掛けの色が異なります。

（惣
そ う

社
じ ゃ

神社 他）

志那中

吉田�
摺
す り

鉦
が ね

�志那
団扇

�志那中
団扇

片岡�
団扇

矢倉�
鼓

つづみ

長束�
花笠

それぞれの地区で使用する採り物（道具）

各地域の祭りの様子は
裏表紙をご覧ください。

下笠�
羯
す っ こ

鼓
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